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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端部支柱と側面板とステージ用ブラケットとステージ前板とパラペット用ブラケットと
パラペットとを備え、端部支柱は、その前面に被係止部が設けてあり、前方に突出する脚
部を下部に有しており、側面板は、側面にネジ止部を有し、後側端面を端部支柱の前面に
当接していると共に下端を脚部の上面に載置しており、ステージ用ブラケットは、端部支
柱の下方の被係止部に係止して前方に突出するものであり、ステージ前板は、ステージ用
ブラケット側の端部に後方に突出するネジ止部を有しており、パラペット用ブラケットは
、端部支柱の上方の被係止部に係止して前方に突出するものであり、パラペットは、パラ
ペット用ブラケット側の端部に後方に突出するネジ止部を有しており、ステージ用ブラケ
ットを挟んで隣接する側面板のネジ止部とステージ前板のネジ止部とをステージ用ブラケ
ットを貫通した左右方向のネジにより共締めするとともに、パラペット用ブラケットを挟
んで隣接する側面板のネジ止部とパラペットのネジ止部をパラペット用ブラケットを貫通
した左右方向のネジにより共締めしたことを特徴とする陳列棚。
【請求項２】
　左右の端部支柱間に配置する中間支柱とステージ用ブラケットと左右のステージ前板と
を備え、中間支柱は、その前面に被係止部が設けてあり、ステージ用ブラケットは、中間
支柱の下方の被係止部に係止して前方に突出しており、左右のステージ前板は、ステージ
用ブラケット側の端部に後方に突出するネジ止部を有しており、ステージ用ブラケットを
挟んで隣接する左右のステージ前板のネジ止部をステージ用ブラケットを貫通する左右方
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向のネジにより共締めしたことを特徴とする陳列棚。
【請求項３】
　左右の端部支柱間に配置する中間支柱とパラペット用ブラケットと左右のパラペットと
を備え、中間支柱は、その前面に被係止部が設けてあり、パラペット用ブラケットは、中
間支柱の上方の被係止部に係止して前方に突出するものであり、左右のパラペットは、パ
ラペット用ブラケット側の端部に後方に突出するネジ止部を有しており、パラペット用ブ
ラケットを挟んで隣接する左右のパラペットのネジ止部をパラペット用ブラケットを貫通
する左右方向のネジにより共締めしたことを特徴とする陳列棚。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドラッグストアやスーパーマーケットなどで商品を陳列するための陳列棚に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えばスーパーマーケットやドラッグストアに置かれる商品の陳列棚は、図３（ａ）に
示すように、左右両側に立設する脚付きの端部支柱４０，４０の間、あるいは端部支柱４
０と中間支柱４１との間に、ステージ前板４２やパラペット４５を略水平方向に左右に配
設し、ステージ前板４２やパラペット４５は、端部支柱４０あるいは中間支柱４１に係止
したブラケット４３，４４でそれぞれ支持するものであった。ところがステージ前板４２
やパラペット４５の配設には、通常、ステージ前板４２やパラペット４５の左右両端部を
端部支柱４０や中間支柱４１に設けてあるスリット４８に二つのブラケット４３、４４で
各々支持しており、このことからブラケット４３、４４の使用点数の増加が避けられなか
った。そしてステージ前板４２やパラペット４５を複数並列させる比較的幅の広い陳列棚
では、図３（ｂ）のように、ここではステージ前板４２のみについて示すが、二つのブラ
ケット４３，４３が隣接して幅をとり、これにより左右のステージ前板４２の間に隙間が
生じてしまうことで、隙間巾の違いや左右のステージ前板４２の配列にバラつきができ、
客目に触れる場所に置かれる陳列棚の意匠性を損ねるものであった。パラペット４５にお
いても同様である。また図３（ｃ）のように、端部支柱４０には側面板４９が上記ブラケ
ット４３，４４とは異なる別の固定具４６ａ，４６ｂで支持してあり、この点についても
部品点数の増加と隙間の発生による陳列棚の意匠性を損ねる要因になっている。尚、符号
４７は、背面板である。
【特許文献１】特開平１０－２７２０２２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は以上に述べたような実情に鑑み、部品点数を抑えるとともに、組み立てが容易
であり且つ好適な意匠性を有する陳列棚を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明のうち請求項１記載の発明は、端部支柱と側面板とステージ用ブラケットとステ
ージ前板とパラペット用ブラケットとパラペットとを備え、端部支柱は、その前面に被係
止部が設けてあり、前方に突出する脚部を下部に有しており、側面板は、側面にネジ止部
を有し、後側端面を端部支柱の前面に当接していると共に下端を脚部の上面に載置してお
り、ステージ用ブラケットは、端部支柱の下方の被係止部に係止して前方に突出するもの
であり、ステージ前板は、ステージ用ブラケット側の端部に後方に突出するネジ止部を有
しており、パラペット用ブラケットは、端部支柱の上方の被係止部に係止して前方に突出
するものであり、パラペットは、パラペット用ブラケット側の端部に後方に突出するネジ
止部を有しており、ステージ用ブラケットを挟んで隣接する側面板のネジ止部とステージ
前板のネジ止部とをステージ用ブラケットを貫通した左右方向のネジにより共締めすると
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ともに、パラペット用ブラケットを挟んで隣接する側面板のネジ止部とパラペットのネジ
止部をパラペット用ブラケットを貫通した左右方向のネジにより共締めしたことを特徴と
する。
【０００５】
　本発明のうち請求項２記載の発明は、左右の端部支柱間に配置する中間支柱とステージ
用ブラケットと左右のステージ前板とを備え、中間支柱は、その前面に被係止部が設けて
あり、ステージ用ブラケットは、中間支柱の下方の被係止部に係止して前方に突出してお
り、左右のステージ前板は、ステージ用ブラケット側の端部に後方に突出するネジ止部を
有して、ステージ用ブラケットを挟んで隣接する左右のステージ前板のネジ止部をステー
ジ用ブラケットを貫通する左右方向のネジにより共締めしたことを特徴とする。
【０００６】
　本発明のうち請求項３記載の発明では、左右の端部支柱間に配置する中間支柱とパラペ
ット用ブラケットと左右のパラペットとを備え、中間支柱は、その前面に被係止部が設け
てあり、パラペット用ブラケットは、中間支柱の上方の被係止部に係止して前方に突出す
るものであり、左右のパラペットは、パラペット用ブラケット側の端部に後方に突出する
ネジ止部を有して、パラペット用ブラケットを挟んで隣接する左右のパラペットのネジ止
部をパラペット用ブラケットを貫通する左右方向のネジにより共締めしたことを特徴とす
る。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、ブラケットを挟んで側面板とステージ前板やパラペット前板をネジで
共締めすることで、一つのブラケットで両者を固定することができ、これにより部品点数
を抑えることができ、組み立ても容易となる。左右のステージ前板やパラペット、または
それらと側面板との間に隙間の巾違いやズレが生じず、好適な意匠性を有する陳列棚を提
供できる。
【０００８】
　本発明のうち請求項２の発明によれば、一つのステージ用ブラケットを挟んでネジで共
締めすることでブラケット数を抑えることができ、また左右のステージ前板の配列がバラ
つかずに一定の目地巾となり意匠性がよい。
【０００９】
　本発明のうち請求項３記載の発明によれば、一つのパラペット用ブラケットを挟んでネ
ジで共締めすることでブラケット数を抑えることができ、また左右のパラペットの配列が
バラつかずに一定の目地巾となり意匠性がよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の陳列棚の実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１（ａ）は、本発明の陳列棚の分解斜視図であり、図１（ｂ）は、本陳列棚の完成状
態を示す斜視図であり、図２（ａ）は、左右のパラペット１１，１１とパラペット用ブラ
ケット１３とを共締めした状態を示す横断面図であり、図２（ｂ）は、左右のステージ前
板５，５とステージ用ブラケット７とを共締めした状態を示す横断面図であり、図２（ｃ
）は、側面板９とステージ前板５とステージ用ブラケット７とを共締めした状態を示す横
断面図である。
【００１１】
　本発明の陳列棚は、図１（ａ）（ｂ）のように、端部支柱１と、端部支柱１の下部に配
したステージ前板５，５およびステージ棚板８と、端部支柱１の上部に配したパラペット
１１，１１と、左右の端部支柱１，１間に配置する中間支柱２と、ステージ用ブラケット
７と、パラペット用ブラケット１３と、側面板９とからなっている。ステージ用ブラケッ
ト７は、端部支柱１および中間支柱２の下方に係止してあり、中間支柱２に係止してある
ステージ用ブラケット７を挟んで左右のステージ前板５，５を水平に配してあるとともに
、端部支柱１の下方に係止してあるステージ用ブラケット７を挟み、側面板９とステージ
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前板５とが各々左右に配してある。そしてパラペット用ブラケット１３は、端部支柱１と
中間支柱２の上方に係止してあり、中間支柱２に係止してあるパラペット用ブラケット１
３を挟んで左右のパラペット１１，１１を水平に配してあるとともに、端部支柱１の上方
に係止してあるパラペット用ブラケット１３を挟み、上記の側面板９とパラペット１１と
が各々左右に配してある。端部支柱１は、略垂直に起立する支柱本体１ａと支柱本体１ａ
の下端から前方に突出した脚部１ｂとからなっており、側面視して全体が略Ｌ字形をなす
ものである。支柱本体１ａは、前面にスリット（被係止部）３を上下に複数設けており、
スリット（被係止部）３は、端部支柱１の前面にて上下の複数箇所に一列に配置してある
。脚部１ｂは、床面に接地する下駄部４を下端部に設けてある。中間支柱２は、端部支柱
１と略同一の構成をなすものであり、支柱本体２ａと脚部２ｂとスリット（被係止部）３
と下駄部４を有するものである。端部支柱１と中間支柱２との間には背面板１４が配して
あり、背面版１４は、ステージ棚板８およびパラペット１１の背面側を遮っており、左右
の端部支柱１，１および中間支柱２の間の上下に各々配設した支持桟により支持してある
。
【００１２】
　ステージ前板５およびステージ棚板８は、ステージ棚板８が左右に略水平に配置してあ
り、ステージ前板５は、ステージ棚板８の前方端部から略垂直下向きに配置している。ス
テージ棚板８とステージ前板５の四方の端縁は各々が略直角に折り返えしてあり、このう
ちのステージ前板５のステージ用ブラケット７側の左右の端縁は、後方の端部支柱１ある
いは中間支柱２に向かって突出してネジ止部６を形成しており、左右のネジ止部６には水
平方向左右に貫通したネジ通し孔２３が貫通している。ステージ前板５は、支柱本体１ａ
の前面の下方のスリット（被係止部）３に係止したステージ用ブラケット７に取り付ける
。ステージ用ブラケット７は、図１（ａ）を正面視したときに、肉厚の薄い垂直な板状を
なすとともに、図１（ａ）を側面視したときには、ステージ棚板８を安定して設置できる
水平部７ａと、水平部７ａの前方端部から下向きに略直角に曲がる垂下部７ｂとからなる
略Ｌ字型をなすものである。さらにステージ用ブラケット７は、支柱本体１ａの前面のス
リット（被係止部）３に係止する係止部２５を後方端部に有しており、垂下部７ｂの上方
と下方の二箇所には、ステージ用ブラケット７を水平方向に貫通するネジ通し孔１８を各
々設けてある。そして左右のステージ前板５，５とステージ用ブラケット７との取り付け
は図２（ｂ）のように、ステージ用ブラケット７の左側端面のネジ通し孔１８のある箇所
に対し、ステージ前板５のネジ止部６に設けてあるネジ通し孔２３が一致するように当接
すると共に、ステージ用ブラケット７の右側端面（他方側端面）のネジ通し孔１８のある
箇所に対し、ステージ前板５のネジ止部６に設けてあるネジ通し孔２３が一致するように
当接する。そして、ステージ用ブラケット７のネジ通し孔１８と左右のステージ前板５の
ネジ通し孔２３にネジ１６ａを連通し、さらにネジ１６ａをナット１６ｂで締結して、ス
テージ用ブラケット７と左右のステージ前板５とを共締めする。以上のように形成するこ
とにより、ステージ用ブラケット７とステージ前板５，５とを中間支柱２に取り付ける。
【００１３】
　パラペット１１，１１は、端部支柱１あるいは中間支柱２の前面から前方に略水平に突
出するパラペット水平部１１ａと、パラペット水平部１１ａの突出側端縁から上向きに突
出するパラペット前板部１１ｂとから断面略Ｌ字型状をなすものである。またパラペット
前板部１１ｂおよびパラペット水平部１１ａの左右両側の側端縁は略直角に折り返し、パ
ラペット前板部１１ｂの側端縁は、後方の端部支柱１あるいは中間支柱２に向かって突出
してネジ止部１２を各々設けており、ネジ止部１２には水平方向に貫通するネジ通し孔２
４を設けてあり、支柱本体１ａの下方のスリット（被係止部）３に係止したパラペット用
ブラケット１３により支持している。パラペット用ブラケット１３は、図１（ａ）を正面
視したときに、肉厚の薄い略垂直な板状をなすとともに、図１（ａ）を側面視したときに
は、水平片１３ａと、水平片１３ａの前方端部から上向きに直角に曲がる垂直片１３ｂと
から略Ｌ字型をなすものである。さらにパラペット用ブラケット１３は、支柱本体１ａの
被係止部３に係止する係止部２７を後方端部に有しており、垂直片１３ｂには、パラペッ
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ト用ブラケット１３を水平方向左右に貫通するネジ通し孔１８を設けてある。次に、左右
のパラペット前板部１１ｂ，１１ｂとパラペット用ブラケット１３との取り付けは図２（
ａ）のように、パラペット用ブラケット１３の左側端面（一方側端面）のネジ通し孔１８
のある箇所に対し、左側（一方側）のパラペット前板部１１ｂのネジ止部１２に設けてあ
るネジ通し孔２４が一致するように当接すると共に、パラペット用ブラケット１３の右側
端面（他方側端面）の両ネジ通し孔１８のある箇所に対し、パラペット前板部１１ｂのネ
ジ止部１２に設けてあるネジ通し孔２４が一致するように当接する。そして、パラペット
用ブラケット１３のネジ通し孔１８と左右のパラペット前板部１１ｂ，１１ｂの各々のネ
ジ通し孔２４，２４とにネジ１６ａを挿通し、さらにネジ１６ａをナット１６ｂで締結し
て、パラペット用ブラケット１３と左右のパラペット前板部１１ｂ，１１ｂとを共締めす
る。尚、本実施形態では、パラペット水平部１１ａの後方寄りの箇所においてもネジ止部
１２とネジ通し孔１８を設けてあり、パラペット前板部１１ｂと同様に、パラペット用ブ
ラケット１３の水平片１３ａに設けたネジ通し孔２４と共にネジ１６ａを通し、さらにネ
ジ１６ａをナット１６ｂで締結して、パラペット用ブラケット１３と左右のパラペット水
平部１１ａ，１１ａとを共締めしている。以上のように形成することにより、パラペット
用ブラケット１３と左右のパラペット１１，１１とを中間支柱２に取り付けられる。
【００１４】
　側面板９は、図１（ａ）のように、平面視して断面略コ字形をなす側面板本体９ａと、
側面板本体９ａの外側端面に係合する平板状をなすカバー９ｂとからなっており、このう
ち側面板本体９ａは、ステージ前板５，５およびパラペット１１の側面と対向する側に、
左右に水平方向に貫通するネジ通し孔１７を有するネジ止部１０を設けてあり、カバー９
ｂとを係合すると略方形筒型に組み立てられる。また側面板９は、後側端面が端部支柱１
の支柱本体１ａの前面に当接するとともに、下端を端部支柱１の脚部１ｂの上面に各々載
置してある。そして側面板９と、ステージ用ブラケット７およびパラペット用ブラケット
１３と、ステージ前板５およびパラペット１１との取り付けは、ここではステージ前板５
およびステージ用ブラケット７との取り付けについてのみ説明すると図２（ｃ）のように
、側面板９のネジ止部１０をステージ用ブラケット７の左側端面（一方側端面）に当接し
、ステージ前板５をステージ用ブラケット７の右側端面（他方側端面）に当接する。この
とき、側面板９のネジ止部１０のネジ通し孔１７と、ステージ用ブラケット７のネジ通し
孔１８とステージ前板５のネジ通し孔２３とを一致させて連通すると共に、各々にネジ１
６ａを挿通し、さらにネジ１６ａにナット１６ｂを締結して各々を共締めする。同様に、
パラペット用ブラケット１３を貫通したネジ１６ａにてパラペット１１と側面板９のネジ
止部１０を共締めする。このように形成すると、ステージ用ブラケット７およびパラペッ
ト用ブラケット１３を挟んで側面板９とステージ前板５およびパラペット１１とを端部支
柱１に取り付けられる。
　以上のように各部を共締めすることにより、図１（ｂ）のような陳列棚が完成する。
【００１５】
　端部支柱１および中間支柱２の前面に設けたスリット（被係止部）３は、本実施のもの
では縦に長い長孔を上下に一列に設けてあるものを示しているが、ステージ用ブラケット
７およびパラペット用ブラケット１３を係止できるものであればよく、さらに数について
も例えば左右に二列以上あってもよい。ステージ用ブラケット７およびパラペット用ブラ
ケット１３は、どちらも略Ｌ字型をなすものについて示しているが、ステージ前板５やパ
ラペット１１の形状に対応してその形態は適宜変更するものである。パラペット１１は、
いずれかに外部に開放した箇所を有しており、その開放した箇所から手を入れて他のパラ
ペット１１や側面板９を共締めできる形態であればよく、本実施のものでは、パラペット
前板部１１ｂがパラペット水平部１１ａの前方端部から上方に突出した略Ｌ字型をなすも
のについて示しているが、例えばパラペット前板部１１ｂがパラペット水平部１１ａから
下向きに突出するものや、あるいは略コ字型をなすもの、またパラペット前板部１１ｂの
みのものであってよい。棚板２８は図示は省くが棚板ブラケットの上に載せてある。側面
板９は、本実施形態では方形筒型をなすものを示したが、端部支柱１の前方に配したパラ
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ペット１１、ステージ前板５の側端を覆うものであれば、例えば平面視して筒型凹状をな
すものであってもよいし、あるいは側面視して前方に凹凸があるものでもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１（ａ）は、本発明の陳列棚の分解斜視図であり、図１（ｂ）は、本陳列棚の
完成した斜視図である。
【図２】図２（ａ）は、左右のパラペットとパラペット用ブラケットの共締めした状態を
示す横断面図であり、図２（ｂ）は、左右のステージとステージ用ブラケットとの共締め
した状態を示す横断面図であり、図２（ｃ）は、側面板とステージ前板とステージ用ブラ
ケットとの共締めした状態を示す横断面図である。
【図３】図３（ａ）は、従来の陳列棚を示す斜視図であり、図３（ｂ）は、ステージ前板
とステージ用ブラケットとの取り付け状態を示す横断面図であり、図３（ｃ）は、端部支
柱と側面板およびステージ前板、ステージ用ブラケットとの取り付け状態を示す平面図で
ある。
【符号の説明】
【００１７】
　　１　端部支柱
　　１ｂ　脚部（端部支柱）
　　３　スリット（被係止部）
　　５　ステージ前板
　　６、１０、１２　ネジ止部
　　７　ステージ用ブラケット
　　９　側面板
　　１１　パラペット
　　１３　パラペット用ブラケット
　　１６ａ　ネジ
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